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特　　徴

低臭のアスファルト路面の弾性トップコート材です。　新しいアスファルトから発生する不快な臭いや

有害なガスの低減に役立ちます。　また、古くなったアスファルト路面の保護と見た目を新しくします。

珪砂と混ぜて小さい凹みなどの補修用としても使用できます。

使用方法

使用する前に表面を高圧洗浄し、汚れやゴミ、粉じんを取り除き十分乾燥させることが理想的な前処理

ですが、周囲の状況により高圧洗浄ができない場合はゴミや砂を清掃してから塗装します。

降雨後 72 時間、塗装後 48 時間以内に降雨が予想される場合は、塗装を避けてください。　湿度が 85％

以上の日も塗装を避けてください。　本製品の乾燥不良により、性能が極端に落ちることがあります。

広い面積はゴムフレーキで塗装するのが効率的です。　狭い面積ではローラー、ブルーム、スクィージ

などで塗装できます。

乾燥は、通常の天候で 2～ 4時間で初期乾燥します。　塗装中本製品は濃い褐色ですが、乾燥が進むに

つれ黒色に変化します。

24 時間たっても表面にタックが残る場合は、本製品と同量の砂を混合した物で、再度塗装してください。　

新しく打設されたアスファルト面には、浸透性を高めるために本製品 1に対し同量の水で薄めた物を塗

装してください。　表面に薄めた塗材が水溜まりになるような塗装は厳禁です。　全体に均一に浸透し

て表面が湿っているような状態が最良の塗装です。

滑り止め塗装

本製品に水と珪砂を混ぜて塗装できます。

混合比は、本製品 1に対し、水道水 0.5、珪砂１の割合が推奨です。

先ず、本製品に水道水を入れハンドミキサーで 1分ほど良く撹拌した物に珪砂を投入します。　珪砂は

底に沈殿しますから、塗装しながら十分撹拌し珪砂が均一に塗付される様注意します。

仕上がりのキメをよくしたい場合は、ゴムフレーキで塗装面を均一にならしてから珪砂を 0.20/ ㎡の量

を散布します。　これは混合した塗料が乾かない内に行ってください。

塗 付 量
新設アスファルト（水希釈；本製品と同量）　　　　 0.07 ～ 0.15 ㎏ / ㎡

経年アスファルト（水希釈：本製品の 50％未満）　　0.12 ～ 0.25 ㎏ / ㎡

珪砂混合　（本製品１；水希釈 0.5；珪砂１）　　　　0.30 ～ 0.40 ㎏ / ㎡

缶容量

製品番号　　31326　　　　19.0 ㎏ /18.9liter

道路区画線は本製品の塗装後に施工してください。

本製品の塗装は降雨後 72 時間、塗装後 48 時間内

に降雨が予想される場合、塗装を避けてください。

気温 5℃以下、湿度 85％以上の日には塗装しない

でください。


